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表紙 

平成３０年３月２７日 

（令和２年 月 改訂    版） 

宇和島市・松野町・鬼北町・愛南町 

平成３０年３月２７日 

（令和２年 月 日改訂版） 

宇和島市・松野町・鬼北町・愛南町 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今回の変更に伴う

改訂日を明記 

（市町協議後） 

目次 目次 （略） 目次 （略）  

2 第１章 定住自立圏共生ビジョンにおける基本的事項   

 （中略） 

４． 計画期間 
 

平成３０年度から平成３４年度までの５年間とし、 毎年度所要の変更を行います。 

第１章 定住自立圏共生ビジョンにおける基本的事項   

 （中略） 

４． 計画期間 
 

平成３０年度から令和４年度 までの５年間とし、 毎年度所要の変更を行います。  

 

 

 

 

・元号の修正 

2～4  第２章 （略）  第２章 （略）  

5 
 
第３章 圏域の将来像   

１． 圏域の現状と主な課題 

（１）人口減少・少子高齢化 

 （前略） 

平成25年3月に公表された国立社会保障・人口問題研究所の推計結果によると、このま

ま推移した場合、本圏域においては平成37年に１０万人を切り、平成52年には平成２年

と比較して半分以下の73,115人まで減少する推計となっており、かつ、老年人口（65 歳

以上）比率は46.2％まで上昇、年少人口（0～14 歳）の構成比は8.8％程度、また生産年

齢人口（15～64 歳）の構成比は50％を割り込むと見込まれています。 

これらのことから、人口減少及び少子高齢化に対応したまちづくりを進めるとともに、

社会を支える世代の定住を促進させることが課題であると考えられます。【図表3･4】 

（中略） 

 
第３章 圏域の将来像   

１． 圏域の現状と主な課題 

（１）人口減少・少子高齢化 

 （前略） 

平成30年3月に公表された国立社会保障・人口問題研究所の推計結果によると、このま

ま推移した場合、本圏域においては令和７年 に１０万人を切り、令和22年には平成２年

と比較して半分以下の64,991人まで減少する推計となっており、かつ、老年人口（65 歳

以上）比率は51.2％まで上昇、年少人口（0～14 歳）の構成比は7.4％程度、また生産年

齢人口（15～64 歳）の構成比は50％を割り込むと見込まれています。 

これらのことから、人口減少及び少子高齢化に対応したまちづくりを進めるとともに、

社会を支える世代の定住を促進させることが課題であると考えられます。【図表3･4】 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

・将来推計人口（社

人研）改訂に伴う

公表年・数値の修

正 

・元号の修正 
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7 

 
（略） 

 
※国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成 25 年 3 月推計）より 

【平成 27 年の国勢調査を基に階級別の将来人口を推計】 

 
（略） 

 

※国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成 30 年 3 月推計）より 

【平成 27 年の国勢調査を基に階級別の将来人口を推計】 

 

 

 

・元号の修正 

・将来推計人口改訂

に伴う数値の修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・将来推計人口改訂

に伴う時点修正 

 
 

（後略） 

 

（後略） 

 

 

・図表３の数値及び

元号の修正に伴う

グラフの変更 

 

 

 

 

 

 

資 料 ２ 
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（３）生活機能の確保  

（中略） 

②公共交通等  

（ア） 鉄道 

圏域における鉄道路線は四国旅客鉄道㈱による予讃線と予土線の２路線があり、予讃線

は香川県高松駅から愛媛県松山駅を経て宇和島駅に至る鉄道路線(幹線)で、特急列車が１

日約１６本運転されており、宇和島駅から松山駅までの所要時間は約１時間２０分でアク

セス可能です。 

予土線は高知県四万十町の若井駅から北宇和島駅に至る鉄道路線(地方交通線)で、愛媛

県と高知県を連絡する唯一の鉄道線であり、松野町や鬼北町からの宇和島市へ通学する学

生等の主要移動手段として利用されています。また、宇和島駅からの発車列車は１日約１

３本で高知県窪川駅までの所要時間は２時間６分でアクセス可能です。 

○JR予讃線の駅が所在する市町：宇和島市 

○JR予土線の駅が所在する市町：宇和島市、松野町、鬼北町 

（イ） 路線バス 

民間路線バスは、宇和島自動車㈱により４０路線が運行されており、このうち１６路線

が近隣の市町と連絡する広域路線、２４路線が宇和島市内完結型の路線であります。 

大洲・松山方面へは１日４０便の運行があり宇和島・松山間を特急バスが最短２時間余

りで運行し、また愛南町、宿毛市方面にも１日４０便の運行があります。 

宇和島市内の路線は、宇和島駅前やバスセンターを基点に国道５６号を縦軸とし、吉田

地域や津島地域の中心部を結ぶほか、三間地域へは、鬼北町や松野町まで至る路線が経由

しています。  

路線バスにおいても松野町、鬼北町、愛南町からの宇和島市へ通学する学生等の主要移

動手段として利用されています  

（後略） 

（３）生活機能の確保  

（中略） 

②公共交通等  

（ア） 鉄道 

圏域における鉄道路線は四国旅客鉄道㈱による予讃線と予土線の２路線があり、予讃線

は香川県高松駅から愛媛県松山駅を経て宇和島駅に至る鉄道路線(幹線)で、特急列車が１

日約１６本運転されており、宇和島駅から松山駅までの所要時間は約１時間２０分でアク

セス可能です。 

予土線は高知県四万十町の若井駅から北宇和島駅に至る鉄道路線(地方交通線)で、愛媛

県と高知県を連絡する唯一の鉄道線であり、松野町や鬼北町からの宇和島市へ通学する学

生等の主要移動手段として利用されています。また、宇和島駅からの発車列車は１日約１

０本で高知県窪川駅までの所要時間は２時間６分でアクセス可能です。 

○JR予讃線の駅が所在する市町：宇和島市 

○JR予土線の駅が所在する市町：宇和島市、松野町、鬼北町 

（イ） 路線バス 

民間路線バスは、宇和島自動車㈱により３２路線が運行されており、このうち９路線 

が近隣の市町と連絡する広域路線、２３路線が宇和島市内完結型の路線であります。 

大洲・松山方面へは１日３４便の運行があり宇和島・松山間を特急バスが最短２時間余

りで運行し、また愛南町、宿毛市方面にも１日３８便の運行があります。 

宇和島市内の路線は、宇和島駅前やバスセンターを基点に国道５６号を縦軸とし、吉田

地域や津島地域の中心部を結ぶほか、三間地域へは、鬼北町や松野町まで至る路線が経由

しています。  

路線バスにおいても松野町、鬼北町、愛南町からの宇和島市へ通学する学生等の主要移

動手段として利用されています。 

（後略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和 2年 3月ダイ

ヤ改正に伴う修正 

 

 

 

 

 

・令和 2年 9月時点

修正 

 

 

 

 

 

 

 

・字句の修正 
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15 ３． 圏域人口の将来展望 

平成２７年度「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の取組において、圏域内各市町で人

口動態等を分析のうえ、人口ビジョンを策定しております。 

この人口ビジョンは、人口に関する地域課題や人口減少に対する危機感についての認識

を住民と共有し、今後、目指すべき将来の方向と人口の減少対策を各市町で取り組み、人

口減少のスピードを緩和しようとするものです。 

定住自立圏共生ビジョンにおいては、この各市町の人口ビジョンにおける人口減少対策

を広域的連携事業として位置づけ、その目標値を達成するべく、２０４０（平成５２）年

に設定されている、その人口の総和である７６，８６５人を圏域人口の将来展望とします。

（社人研推計より約３，７５０人増） 

３． 圏域人口の将来展望 

平成２７年度「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の取組において、圏域内各市町で人

口動態等を分析のうえ、人口ビジョンを策定しております。 

この人口ビジョンは、人口に関する地域課題や人口減少に対する危機感についての認識

を住民と共有し、今後、目指すべき将来の方向と人口の減少対策を各市町で取り組み、人

口減少のスピードを緩和しようとするものです。 

定住自立圏共生ビジョンにおいては、この各市町の人口ビジョンにおける人口減少対策

を広域的連携事業として位置づけ、その目標値を達成するべく、２０４０（令和２２）年

に設定されている、その人口の総和である７６，８６５人を圏域人口の将来展望とします。

（社人研推計より約３，７５０人増） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・元号の修正 

 

 
 

市町名 平成３２年 

（2020） 

平成３７年 

（2025） 

平成４２年

（2030） 

平成４７年

（2035） 

平成５２年

（2040） 

将来推計人口（社人研推計） 106,383 97,647 89,191 81,049 73,115 

将来展望人口（人口ビジョン） 107,870 99,719 91,792 84,185 76,865 

 ※将来推計人口：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成 25 年 3 月推

計）より 

※将来展望人口：圏域内各市町人口ビジョンの総和により算出 

 

区分 
令和２年 

（2020） 

令和７年 

（2025） 

令和１２年

（2030） 

令和１７年

（2035） 

令和２２年

（2040） 

将来推計人口（社人研推計） 103,711 93,558 83,774 74,264 64,991 

将来展望人口（人口ビジョン） 105,121 97,416 91,206 85,068 78,919 

 ※将来推計人口：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成 30 年 3 月推

計）より 

※将来展望人口：圏域内各市町人口ビジョンの総和により算出 

 

 

・元号の修正 

 

・将来推計人口及び

各市町人口ビジョン

改訂に伴う将来展望

人口の修正 

 

 

（参考）内 訳 

市町名 
令和２年 

（2020） 

令和７年 

（2025） 

令和１２年

（2030） 

令和１７年

（2035） 

令和２２年

（2040） 

宇和島市 70,768 65,594 61,772 57,972 54,098 

松野町 3,767 3,468 3,202 2,960 2,729 

鬼北町 10,246 9,500 8,817 8,196 7,611 

愛南町 20,340 18,854 17,415 15,940 14,481 

合  計 105,121 97,416 91,206 85,068 78,919 
 

 

（ビジョンには掲載

しない） 

 （後略） （後略） 
 

資 料 ２ 
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16 

 

 

 

 
 

17 

 

 

定住自立圏の形成に関する協定書に基づき、各政策分野において推進する具体的取組を

以下に掲載します。 

１．取組の体系 

（抜粋） 

 

第４章 定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的取組  

 

定住自立圏の形成に関する協定書に基づき、各政策分野において推進する具体的取組を

以下に掲載します。 

１．取組の体系 

（抜粋） 

 

第４章 定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的取組  
 

18～37 
 
（各事業共通） 

事 業 費 見 込 

（千円） 

３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 合 計  

      

重 要 業 績 評

価指標（KPI） 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年度） 

  
 

（H30～34 年度） 
 

 
（各事業共通） 

事 業 費 見 込 

（千円） 

平成 30 年度 平成 31 年度 令和 2 年度 令和３年度 令和４年度 合 計  

      

重 要 業 績 評

価指標（KPI） 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年度） 

  
 

（H30～R4 年度） 
 

 

 

・元号の修正 

 

 

 

 

・元号の修正 

※記載のある事業のみ 

⑬ 削除 

⑭ 削除 

資 料 ２ 
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（事業詳細 略） 

 

事 業 名 ⑨図書館利用促進事業 

 

（事業詳細 略） 
 

事 業 名 ⑨図書館利用促進事業 

 

 

・宇和島市立中央図

書館移転による画

像変更 

30 

 

事 業 名 ⑬観光サイクリング推進事業 

関 係 市 町 宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

事 業 概 要 

圏域の魅力的な観光スポットを巡るサイクリングコースを開発すると

ともに、サイクリストが求める施設や設備の整備を検討する。 

観光情報を各市町が連携し、効果的な情報発信に努める。 

効 果 

サイクリングによる観光はいまだ開発途上であり、圏域のサイクリング

コースが確立されることで、圏域全体での地域経済の活性化や交流人口

の拡大、観光振興の向上に資することができる。 

事 業 費 見 込 

（千円） 

３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 合 計  

800 800 800 800 800 4,000 

重 要 業 績 評

価指標（KPI） 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年度） 

サイクリストの観光

施設等への立ち寄り

数（サイクリングイベ

ントの参加含む） 

－   ５０人以上/年   

関 係 市 町 の 

役 割 分 担 

【中心市】宇和島市が事務局を担う「宇和島圏域交流促進連絡協議会」

の中で、 

サイクリングに必要となる観光施設の整備等について協議し、サイクリ

ストの受け入れ体制を整えるとともに運営にかかる必要経費を負担す

る。 

【関係町】「宇和島圏域交流促進連絡協議会」の中で、サイクリングに

必要となる観光施設の整備等について協議し、サイクリストの受け入れ

体制を整えるとともに運営にかかる必要経費を負担する。 

⑬及び⑭ 削除  ・具体的取組の検

証・見直しに伴

い、⑬⑭の事業を

削除。 

資 料 ２ 
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事 業 名 ⑭宇和島圏域観光イベント事業 

関 係 市 町 宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

事 業 概 要 

圏域の特産品販売やステージ、体験コーナーなどを行うイベントを開催

するもの。併せて観光情報 PR も行い、各市町の連携により、効果的に

観光情報の発信を行う。 

効 果 
圏域の連携によるイベントを実施することで、各市町の負担が軽減され

るとともに、効果的な観光情報の発信を行うことができる。 

事 業 費 見 込 

（千円） 

３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 合 計  

3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 17,500 

重 要 業 績 評

価指標（KPI） 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年度） 

イベント入込客数 －   3,000 人以上/回 

関 係 市 町 の 

役 割 分 担 

【中心市】宇和島市が事務局を担う「宇和島圏域交流促進連絡協議会」

の中で、効果的なイベント内容について提案・協議し、交流人口の増加

に効果的な誘客イベントを実施する。また、その運営にかかる必要経費

を負担する。 

【関係町】「宇和島圏域交流促進連絡協議会」の中で、効果的なイベン

ト内容について提案・協議し、交流人口の増加に効果的な誘客イベント

を実施する。また、その運営にかかる必要経費を負担する。 

  

34 （４）まち・ひと・しごと創生に係る政策分野 

ア 総合戦略の推進 

基本目標： 圏域内における総合戦略事業として実施し、「まち・ひと・しごと創生」

の実現に向けて各種戦略的事業を展開し、人口ビジョンの目標とする 

２０４０年の将来展望人口７６，８６５人を目指す。 
 

（４）まち・ひと・しごと創生に係る政策分野 

ア 総合戦略の推進 

基本目標： 圏域内における総合戦略事業として実施し、「まち・ひと・しごと創生」

の実現に向けて各種戦略的事業を展開し、人口ビジョンの目標とする 

２０４０年の将来展望人口７８，９１９人を目指す。 
 

 

 

 

 

 

 

・各市町人口ビジョ

ン改訂に伴う将来

展望人口の修正 
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事 業 名 ㉑結婚支援事業 

関 係 市 町 宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

事 業 概 要 

うわじまＭＩセンター運営要綱に基づき設置する結婚推進員を 3 町ま

で拡大設置し、イベント等も実施しながら、圏域全体で結婚の推進と、

結婚に関する機運の醸成を図る。 

効 果 

宇和島市を中心に本圏域まで範囲を広げ連携することで、より多くの出

会いの機会と、お引き合わせの増加が見込まれ、成婚が増えることで人

口減少対策の一助となることが期待できる。 

事 業 費 見 込 

（千円） 

３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 合 計  

3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 17,500 

重 要 業 績 評

価指標（KPI） 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年度） 

当該事業による圏域

全体での引き合わせ

組数 

－ 

100 組／年 

500 組以上 

（H30～34 年度） 

関 係 市 町 の 

役 割 分 担 

【宇和島市】関係町と連携し、結婚推進員の拡充を行い、圏域内におけ

る結婚推進の向上を図る。 

【関係町】宇和島市と連携し、結婚推進員等の周知啓発を行う。 

 

事 業 名 ㉑結婚支援事業 

関 係 市 町 宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

事 業 概 要 

うわじまＭＩセンター運営要綱に基づき設置する結婚推進委員を 3 町

まで拡大設置し、イベント等も実施しながら、圏域全体で結婚の推進と、

結婚に関する機運の醸成を図る。 

効 果 

宇和島市を中心に本圏域まで範囲を広げ連携することで、より多くの出

会いの機会と、お引き合わせの増加が見込まれ、成婚が増えることで人

口減少対策の一助となることが期待できる。 

事 業 費 見 込 

（千円） 

平成 30 年度 平成 31 年度 令和 2 年度 令和３年度 令和４年度 合 計  

3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 17,500 

重 要 業 績 評

価指標（KPI） 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年度） 

当該事業による圏域

全体での引き合わせ

組数 

－ 

100 組／年 

500 組以上 

（H30～R４年度） 

関 係 市 町 の 

役 割 分 担 

【宇和島市】関係町と連携し、結婚推進委員の拡充を行い、圏域内にお

ける結婚推進の向上を図る。 

【関係町】宇和島市と連携し、結婚推進委員等の周知啓発を行う。 

 

 

 

 

 

・字句及び元号の修  

正 
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